
カブトムシの幼虫発見！
（土にもどしておきました）

□ 森の手入れの記録（午前の活動）

□ 午後の活動記録

□ 今日の生きもの

天 気：くもり
参加者：32名2023年 月 日（日）

次回の活動 2月18日（土）

● 活動予定

午前…もやかき（萌芽枝の間引き）とチョウ類の卵

調査、道づくり、シイタケ栽培（植菌）

午後…自由活動

したいことがあれば、ご相談ください
※参加者数等により内容を変更する可能性があります。

● 昼食

シチュー、クラムチャウダー

〇定例外の活動報告

・きこりーなの活動

実施日：1月8日

内 容：エントランス・主園路沿いの病気の木や

支障のある木を伐採

次 回：1月22日、2月11 or 23日

内 容：伐採作業や伐採木の片づけなど

〇2023年度の活動計画について

・とりくみたい内容や実施してほしいイベントなどの

意見を募集します。

・アンケート調査を実施予定（別途案内）。

□ ミーティングの記録

鳥 類 その他
コゲラ、ルリビタキ ミミズの仲間

・竹筒トラップ調査

仕掛けていた竹筒を割って、中にいる虫の種類

を調べました。

・薪小屋づくり

午前に引きつづき作業。

お昼ごはん

・ぼたん鍋 ・焼き芋

・羽釜ごはん

・水場の手入れ

先月の補修に加えて、土を

重ねて補強。雨で水量がと

ても増えていました。

・柴、薪集め

初めての参加される方が多かったので、まずは主

園路を観察しながら散策。薪を拾いながら戻りま

した。定例外の活動で伐採されたコナラの柴を整

えて束ねて広場まで運搬。

・薪小屋づくり

単管杭を打ち込み、柱を

番線で固定しました。

ナタで竹筒割り 完成♪

柴を束ねています 運搬中

生きものがいる気配…

掛矢でしっかり打ち込み

ミーテイングで出た意見

・活動の道具などを運ぶのが大変なので、活動広場

まで一輪車が下りられるように道づくりをしては

どうか？

・山を手入れ、利用すると、生きものの生息場所も

自然とできる。まずは本来の里山の姿を再生して

いってはどうか？

・里山と農業のつながりは大切である。棚田跡も水

がたまるようにして、米は難しいかもしれないが、

何か栽培していくことはできないか。

・クヌギを植栽したい。

・ヘビの住処となるような場所をつくりたい。

・チョウの調査は続けていくか？

→観察園路を調査することで、これまでに記録

されていない種類が見つけられると思う。
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